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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　利用者が登録した情報を別の利用者に開示する情報処理装置であって、
　複数の利用者の端末と通信ネットワークを介して接続し、
　利用者が登録可能な情報の項目（以下、「情報項目」という。）と、利用者が別の利用
者に開示を希望する情報項目を特定する情報（以下、「コミュニケーションレベル」とい
う。）と、を関連付けて記憶しているテーブルと、
　第１の利用者が入力した、「複数の情報項目のそれぞれに対するデータ」（以下、「第
１データ」という。）と「コミュニケーションレベル」（以下、「第１コミュニケーショ
ンレベル」という。）を、上記第１の利用者の端末（以下、「第１端末」という。）から
受信して記憶する第１記憶手段と、
　第２の利用者が入力した、「複数の情報項目のそれぞれに対するデータ」（以下、「第
２データ」という。）と「コミュニケーションレベル」（以下、「第２コミュニケーショ
ンレベル」という。）を、上記第２の利用者の端末（以下、「第２端末」という。）から
受信して記憶する第２記憶手段と、
　上記第１記憶手段に記憶されている第１コミュニケーションレベルと上記第２記憶手段
に記憶されている第２コミュニケーションレベルとが一致するか否かを判定する手段と、
　上記判定の結果、上記第１コミュニケーションレベルと第２コミュニケーションレベル
とが一致するとき、上記第１記憶手段に記憶されている第１データに含まれる複数の情報
項目に対するデータのうち上記一致したコミュニケーションレベルと関連付けて上記テー
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ブルに記憶されている情報項目に対するデータを上記第２端末に送信すると共に、上記第
２記憶手段に記憶されている第２データに含まれる複数の情報項目に対するデータのうち
上記一致したコミュニケーションレベルと関連付けて上記テーブルに記憶されている情報
項目に対するデータを上記第１端末に送信する手段と、
を有してなることを特徴とする情報開示支援サーバ。
【請求項２】
　　コンピュータを、請求項１記載の情報開示支援サーバとして機能させることを特徴と
する情報開示支援プログラム。
【請求項３】
　　複数の利用者の端末と通信ネットワークを介して接続し、
　利用者が登録可能な情報の項目（以下、「情報項目」という。）と、利用者が別の利用
者に開示を希望する情報項目を特定する情報（以下、「コミュニケーションレベル」とい
う。）と、を関連付けて記憶しているテーブルを備えた情報処理装置により実行される、
利用者が登録した情報を別の利用者に開示する方法であって、
　上記情報処理装置が、第１の利用者が入力した、「複数の情報項目のそれぞれに対する
データ」（以下、「第１データ」という。）と「コミュニケーションレベル」（以下、「
第１コミュニケーションレベル」という。）を、上記第１の利用者の端末（以下、「第１
端末」という。）から受信して第１記憶手段に記憶するステップと、
　上記情報処理装置が、第２の利用者が入力した、「複数の情報項目のそれぞれに対する
データ」（以下、「第２データ」という。）と「コミュニケーションレベル」（以下、「
第２コミュニケーションレベル」という。）を、上記第２の利用者の端末（以下、「第２
端末」という。）から受信して第２記憶手段に記憶するステップと、
　上記情報処理装置が、上記第１記憶手段に記憶されている第１コミュニケーションレベ
ルと上記第２記憶手段に記憶されている第２コミュニケーションレベルとが一致するか否
かを判定するステップと、
　上記判定の結果、上記第１コミュニケーションレベルと第２コミュニケーションレベル
とが一致するとき、上記情報処理装置が、上記第１記憶手段に記憶されている第１データ
に含まれる複数の情報項目に対するデータのうち上記一致したコミュニケーションレベル
と関連付けて上記テーブルに記憶されている情報項目に対するデータを上記第２端末に送
信すると共に、上記第２記憶手段に記憶されている第２データに含まれる複数の情報項目
に対するデータのうち上記一致したコミュニケーションレベルと関連付けて上記テーブル
に記憶されている情報項目に対するデータを上記第１端末に送信するステップと、
を有してなることを特徴とする情報開示支援方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、情報を得るための情報開示支援方法と、これを実行するためのサーバ、並びに
、情報の開示を支援するためのプログラムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、インターネットに接続したコンピュータとサーバを使用して、サーバに蓄積さ
れた個人データを検索、照合することによって、個人が知人等へメッセージを伝達する方
法が知られている（たとえば、特許文献１参照。）。
【０００３】
【特許文献１】
特開２００２－２１５５２２号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来技術は、キーワードや所定の質問が一致した場合には、一方的に
情報やメッセージが伝達されるシステムであり、相互が希望するコミュニケーションレベ
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ルに応じて相互に情報開示等を行うことはできない。
一方、知人等へ情報やメッセージを伝達したい場合に、相手との関係性により対話レベル
や開示情報を決定することができれば、よりフレキシブルな情報開示を行うことができる
。
【０００５】
本発明は以上のような従来の実情に鑑みてなされたもので、情報検索依頼者それぞれが希
望する対話レベルとの関係性に応じて、情報の開示レベルを決定し、相互の事情に応じた
情報を開示することを支援する、情報開示支援方法とサーバ、並びに情報開示支援プログ
ラムを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、利用者が登録した情報を別の利用者に開示する情報処理装置であって、複数
の利用者の端末と通信ネットワークを介して接続し、利用者が登録可能な情報の項目（以
下、「情報項目」という。）と、利用者が別の利用者に開示を希望する情報項目を特定す
る情報（以下、「コミュニケーションレベル」という。）と、を関連付けて記憶している
テーブルと、第１の利用者が入力した、「複数の情報項目のそれぞれに対するデータ」（
以下、「第１データ」という。）と「コミュニケーションレベル」（以下、「第１コミュ
ニケーションレベル」という。）を、第１の利用者の端末（以下、「第１端末」という。
）から受信して記憶する第１記憶手段と、第２の利用者が入力した、「複数の情報項目の
それぞれに対するデータ」（以下、「第２データ」という。）と「コミュニケーションレ
ベル」（以下、「第２コミュニケーションレベル」という。）を、第２の利用者の端末（
以下、「第２端末」という。）から受信して記憶する第２記憶手段と、第１記憶手段に記
憶されている第１コミュニケーションレベルと第２記憶手段に記憶されている第２コミュ
ニケーションレベルとが一致するか否かを判定する手段と、判定の結果、第１コミュニケ
ーションレベルと第２コミュニケーションレベルとが一致するとき、第１記憶手段に記憶
されている第１データに含まれる複数の情報項目に対するデータのうち一致したコミュニ
ケーションレベルと関連付けてテーブルに記憶されている情報項目に対するデータを第２
端末に送信すると共に、第２記憶手段に記憶されている第２データに含まれる複数の情報
項目に対するデータのうち一致したコミュニケーションレベルと関連付けてテーブルに記
憶されている情報項目に対するデータを第１端末に送信する手段と、を有してなることを
特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、コンピュータを、本発明にかかる情報開示支援サーバとして機能させ
ることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、複数の利用者の端末と通信ネットワークを介して接続し、利用者が登
録可能な情報の項目（以下、「情報項目」という。）と、利用者が別の利用者に開示を希
望する情報項目を特定する情報（以下、「コミュニケーションレベル」という。）と、を
関連付けて記憶しているテーブルを備えた情報処理装置により実行される、利用者が登録
した情報を別の利用者に開示する方法であって、情報処理装置が、第１の利用者が入力し
た、「複数の情報項目のそれぞれに対するデータ」（以下、「第１データ」という。）と
「コミュニケーションレベル」（以下、「第１コミュニケーションレベル」という。）を
、第１の利用者の端末（以下、「第１端末」という。）から受信して第１記憶手段に記憶
するステップと、情報処理装置が、第２の利用者が入力した、「複数の情報項目のそれぞ
れに対するデータ」（以下、「第２データ」という。）と「コミュニケーションレベル」
（以下、「第２コミュニケーションレベル」という。）を、第２の利用者の端末（以下、
「第２端末」という。）から受信して第２記憶手段に記憶するステップと、情報処理装置
が、第１記憶手段に記憶されている第１コミュニケーションレベルと第２記憶手段に記憶
されている第２コミュニケーションレベルとが一致するか否かを判定するステップと、判
定の結果、第１コミュニケーションレベルと第２コミュニケーションレベルとが一致する
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とき、情報処理装置が、第１記憶手段に記憶されている第１データに含まれる複数の情報
項目に対するデータのうち一致したコミュニケーションレベルと関連付けてテーブルに記
憶されている情報項目に対するデータを第２端末に送信すると共に、第２記憶手段に記憶
されている第２データに含まれる複数の情報項目に対するデータのうち一致したコミュニ
ケーションレベルと関連付けてテーブルに記憶されている情報項目に対するデータを第１
端末に送信するステップと、を有してなることを特徴とする。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明にかかる情報開示支援方法とサーバ、並びに情報開示支
援プログラムの実施の形態について説明する。
図１は、本発明にかかる情報開示支援サーバ（以下、「本サーバ」という）の実施の形態
を示すブロック図である。符号１は、本サーバを示し、通信ネットワーク４を介して端末
２，３と接続される。端末２，３は、それぞれ情報検索依頼者が本サーバ１を利用するた
めに用いる端末である。
【００１９】
通信ネットワーク４の例としては、インターネットやＬＡＮなどのコンピュータ通信網が
ある。本サーバ１、端末２，３は、図示しない専用線、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、無
線電話網、ＣＡＴＶ網、衛星通信網等の通信回線を介して通信ネットワーク４と接続され
ている。
【００２０】
端末２，３は、通信ネットワーク４を介して本サーバ１と通信することができる情報処理
装置であればよく、例えば、パーソナルコンピュータをはじめ、データ通信機能を有する
ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）や携帯電話機などで
ある。
【００２１】
本サーバ１は、端末２，３と通信ネットワーク４を介して通信することができる情報処理
装置であればよく、例えば、パーソナルコンピュータなどである。
ここで本サーバ１は、いわゆるＷｅｂサーバとして動作して、端末２，３と情報交換（情
報の送受信）を行う。ただし、本サーバ１と端末２，３との通信手段は、これに限定する
ものではない。
【００２２】
なお、本サーバ１では、本発明にかかる情報開示支援プログラム（以下、「本プログラム
」という）が動作して本サーバ１内の各手段を制御することで、以下に説明する本発明に
かかる情報開示支援方法（以下、「本方法」という）を実現する。
【００２３】
本サーバ１は、検索依頼情報受信部１１、検索依頼情報記憶部１２、検索依頼情報抽出部
１３、検索結果情報送信部１４、開示依頼情報受信部１５、開示レベル決定部１６、個人
情報送信部１７を有している。
【００２４】
検索依頼情報受信部１１とは、情報検索依頼者が入力した検索依頼情報を受け付ける手段
をいう。
検索依頼情報とは、情報検索依頼者自身の個人情報及び検索相手の個人情報、並びに情報
検索依頼者が検索相手に対して希望する「コミュニケーションレベル」に関する情報をい
う。ここで個人情報とは、例えば氏名、生年月日、年齢、現住所、旧住所、ニックネーム
、メールアドレス等をいい、「コミュニケーションレベル」とは、情報検索依頼者と検索
相手とが行うコミュニケーションの段階をいい、例えばメール、電話、面会等が想定され
る。
【００２５】
検索依頼情報記憶部１２とは、情報検索依頼者が入力した検索依頼情報をサーバ１内に記
憶し蓄積する手段をいう。
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【００２６】
検索依頼情報抽出部１３とは、情報検索依頼者により入力された検索依頼情報と、予め検
索依頼情報記憶部１２に記憶されている個人情報とを照合し抽出する手段をいう。
【００２７】
検索結果情報送信部１４とは、上記検索依頼情報抽出部１３で抽出された検索結果情報を
情報検索依頼者に送信する手段をいう。検索結果情報とは、検索相手の登録の有無、検索
相手の「コミュニケーションレベル」、検索相手からのメッセージ等をいう。
【００２８】
開示依頼情報受信部１５とは、情報検索依頼者に対して情報の開示依頼をする者が存在し
た場合に、情報検索依頼者が開示依頼情報を受信する手段をいう。
開示依頼情報とは、開示依頼者が検索依頼を受けた相手に対して希望する「コミュニケー
ションレベル」に関する情報をいい、「コミュニケーションレベル」とは、メール、電話
、面会等をいう。
【００２９】
開示レベル決定部１６とは、入力された開示依頼情報と検索依頼情報記憶部１２に記憶さ
れた検索依頼情報とを照合し、開示レベルを決定する手段をいう。
開示レベルとは、開示依頼者の「コミュニケーションレベル」と検索相手の「コミュニケ
ーションレベル」とを適合させた「コミュニケーションレベル」をいい、決定方法につい
ては、以下において、図２に示すフローチャートとともに説明する。
【００３０】
個人情報送信部１７とは、開示レベル決定部１６で決定された開示レベルであるところの
コミュニケーションレベルに応じた個人情報を開示依頼者に送信する手段をいう。
【００３１】
図２は、本方法の実施の形態を示すフローチャートである。以下、図３乃至１５を参照し
ながら本方法について各ステップごとに説明する。
なお、以下に説明する実施の形態においては、Ａ（情報検索依頼者）がＢ（検索相手）の
情報を得たい（会いたい）と思い本サーバ１にアクセスしたが、Ｂが登録されておらず（
Ｓ１～４）、その後、上記ＢがＣ（検索相手）の情報を得たい（会いたい）と思い、新た
に情報検索依頼者となって本サーバ１にアクセスした場合（Ｓ５～１２）の例を説明する
。
【００３２】
先ず最初に、本サーバ１は、Ａが端末２から入力する検索依頼情報、すなわちＡ及びＢの
個人情報、並びにＡが望むＢとの「コミュニケーションレベル」を受信し（Ｓ１）、かか
る情報を検索依頼情報記憶部１２に記憶する（Ｓ２）。
【００３３】
具体的には、インターネットに接続した本サーバ１にホームページ（以下ＨＰ）を設け、
情報検索依頼者であるＡは、インターネットに接続された端末２から当該ＨＰにアクセス
する。
図３は、ユーザー認証を行うためのＷｅｂページの例であり、この「ログオン画面」から
ユーザーＩＤ、パスワードを入力する。入力されたデータが正しければ、図４に示す「メ
ニュー画面」が起動する。
【００３４】
Ａが初めて本サーバ１にアクセスする場合や登録事項の変更がある場合は、図４に示すメ
ニュー画面から「ユーザー基本情報登録・変更」を選択し、図５に示す基本情報検索画面
を起動させる。次にＡは、自己の氏名、生年月日、性別等を入力する。さらに、関連情報
を登録するため、画面下の「次頁」ボタンを押下し、自己についての関連情報を入力する
。
関連情報としては、例えば旧姓、現住所、旧住所、現電話番号、旧電話番号、出身校、ニ
ックネーム、メールアドレス等が想定され、より多くの関連情報を入力することで検索相
手であるＢとのマッチングの可能性を向上させることができる。
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【００３５】
次に、図６に示す検索相手情報登録（受付）画面から検索相手Ｂの個人情報である氏名、
ニックネーム、出身校、血液型等を入力する。これらの情報も、より多くの情報を入力す
ることでＢとのマッチングの可能性を向上させることができる。
【００３６】
なお、情報検索依頼者及び検索相手の個人情報の入力事項は、予め設定された入力事項に
限られず、情報検索依頼者が任意に追加できるようにしてもよい。
また、個人情報の項目のうち、いずれの項目を入力するかは情報検索依頼者自身により任
意であるが、情報検索依頼者が入力していない項目については、検索相手の個人情報が本
サーバ１に記憶されている場合であっても、かかる項目についての情報は得ることはでき
ない。その結果、情報検索依頼者は、入力項目を選択することで、入手したい検索相手の
個人情報を同時に選択することとなる。
なお、本発明においては、本サーバ１内に記憶された検索相手の個人情報のうち、情報検
索依頼者が入力していない項目についても、情報検索依頼者に提示するようにしてもよい
。
【００３７】
次に、画面下の「次頁」ボタンを押下すると、図７に示すコミュニケーションレベル登録
（受付）画面が起動し、「コミュニケーションレベル」を入力する。「コミュニケーショ
ンレベル」としては、メール、電話、面会等を開示レベルの低い順に予め設定し、Ａは自
分が望むＢとの「コミュニケーションレベル」を選択し入力する。
なお、予め設定された「コミュニケーションレベル」以外にも、例えば画像チャット等の
ように、情報検索依頼者が希望する別の「コミュニケーションレベル」があれば、これを
入力可能としてもよい。
【００３８】
次に、本サーバ１は、入力された検索依頼情報に基づき検索依頼情報記憶部１２内を検索
し（Ｓ３）、すでに登録されている個人情報と照合し、その後、検索結果情報をＡに送信
し（Ｓ４）、その内容を表示する。図８は、本サーバ１が検索結果情報を表示するＷｅｂ
ページの例を示す図であって、検索相手Ｂが未登録の場合を示す。
【００３９】
Ｂが未登録の場合の検索結果情報としては、図８に示すように、未登録の旨を知らせるメ
ッセージと、Ｂが登録された場合に連絡を希望するか否かの選択肢が表示される。
ここで、Ｂとのマッチングの可能性を向上させるため、更にＡ又はＢの個人情報を追加で
きるようにしてもよい。
また、他にＢを検索相手としている検索依頼者が存在する場合は、検索依頼者の履歴を表
示するようにしてもよい。
なお、後にＢが登録された場合のＡへの通知方法としては、登録したメールアドレスにメ
ールを送信する方法や、Ａが再び本サーバ１に接続した際にその旨を表示する等が想定さ
れる。
【００４０】
したがって、情報検索依頼者Ａは、検索依頼情報を送信（Ｓ１）した結果として、図８に
示すような検索結果情報が掲載されたＷｅｂページを端末２で受信することとなる。
【００４１】
次に、ステップＳ１～Ｓ４では検索相手であったＢが、情報検索依頼者となってＣの情報
を得たいと思っている場合の例を説明する。
【００４２】
本サーバ１は、情報検索依頼者であるＢから、検索相手であるＣについての検索依頼情報
を受け付け（Ｓ５）、かかる情報を検索依頼情報記憶部１２に記憶する（Ｓ６）。
具体的には、Ｂは、インターネットに接続された端末３からＨＰにアクセスし、図３に示
す「ログオン画面」からユーザーＩＤ、パスワードを入力する。入力されたデータが正し
ければ、図４に示すメニュー画面が起動する。
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【００４３】
Ｂがメニュー画面から「ユーザー基本情報登録・変更」を選択すると、図５に示す基本情
報検索画面が起動する。Ｂは、自己の氏名、生年月日、性別等を入力する。さらに関連情
報を登録する場合は、画面下の「次頁」を押下し、自己についての関連情報を入力する。
【００４４】
次に、図６に示す検索相手情報登録（受付）画面から検索相手であるＣの氏名、ニックネ
ーム、出身校、血液型等の個人情報を入力し、図７に示すコミュニケーションレベル登録
（受付）画面からＢが望むＣとの「コミュニケーションレベル」を選択し入力する。
【００４５】
次に、本サーバ１は、入力された検索依頼情報に基づき検索依頼情報記憶部１２内を検索
し（Ｓ７）、すでに登録されている個人情報と照合し、その後、検索結果情報をＢに送信
し（Ｓ８）、その内容を表示する
【００４６】
検索相手Ｃが未登録の場合は、上述の図８に示すように、未登録の旨を知らせるメッセー
ジと、Ｃが登録された場合に連絡を希望するか否かのメッセージが検索結果情報として表
示される。
【００４７】
ここで、上記ステップ１～４において説明したように、Ｂについては、すでにＡにより検
索相手として本サーバ１に登録されているので、Ｂに対してはさらに図９に示す検索結果
情報が送信される。
【００４８】
図９に示す検索結果情報には、ＡがＢを検索相手として登録済である旨を知らせるメッセ
ージ及びＡの希望する「コミュニケーションレベル」、並びに検索相手Ａへ連絡するか否
かの選択肢が表示される。
【００４９】
次に、本サーバ１は、ＢからＡについての開示依頼情報を受信し（Ｓ９）、かかる情報を
検索依頼情報記憶部１２に記憶されたＡの個人情報と照合し、開示レベル決定部１６にお
いて開示レベルが決定される（Ｓ１０）。
【００５０】
具体的には、ＢがＡとコミュニケーションをとる意志がない場合、すなわち図９に示す検
索結果情報の画面で「連絡しない」が選択されて本サーバ１に送信された場合は、かかる
情報は検索依頼情報記憶部１２に記憶され、次にＡが本サーバ１にアクセスした場合に、
ＢはＡとコミュニケーションをとる意志がない旨が検索結果情報として表示される。
なお、本発明において、ＢがＡとコミュニケーションをとる意志がない場合、本サーバ１
がＡに対してその旨を提示する時期は、たとえば、本サーバ１がＢからその旨を受付後、
直ちにその旨を記載した電子メールをＡ宛てに送信するなどして提示するようにしてもよ
い。
【００５１】
一方、ＢがＡとコミュニケーションをとる意志がある場合、すなわち図９に示す検索結果
情報の画面で「連絡する」が選択され本サーバ１に送信された場合は、端末３に図１０に
示す開示依頼情報登録（受付）画面が表示される。この開示依頼情報登録（受付）画面に
入力する「コミュニケーションレベル」は、上述の図７に示す検索依頼情報受付画面にお
いて入力する項目と同様である。
【００５２】
次に、図１１に示す画面から、Ａへ送るメッセージを入力し、送信する。
【００５３】
次に、ＡとＢとの「コミュニケーションレベル」を確認すべく、図１２に示すように各々
の「コミュニケーションレベル」が表示される。かかる表示を見て、ＢはＡの「コミュニ
ケーションレベル」と適応させるため、「コミュニケーションレベル」を変更することも
可能である。
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【００５４】
Ｂが入力した「コミュニケーションレベル」とＡが登録している「コミュニケーションレ
ベル」とが同一の場合は、Ｂには一致した「コミュニケーションレベル」が開示レベルと
して決定される。
一方、Ｂが入力した「コミュニケーションレベル」とＡが登録している「コミュニケーシ
ョンレベル」とが相違する場合は、Ｂにはより低いレベルの「コミュニケーションレベル
」が開示レベルとして決定される。
【００５５】
このように、相互が希望するコミュニケーションレベルに応じて開示レベルを決定するこ
とで、相互の親密度や諸事情を考慮して、段階的にコミュニケーションを図ることができ
る。しかも、より低い開示レベルに決定されることで、両者が開示を希望する以上の情報
が開示されることはない。
【００５６】
開示レベルが決定すると、図１３に示すように、Ａからのメッセージとともに決定した「
コミュニケーションレベル」が表示される。さらに、図１４に示すように「コミュニケー
ションレベル」に応じた個人情報も提示される（Ｓ１１）。同様に、コミュニケーション
レベルに応じたＢの個人情報が、Ａに対しても提示される（Ｓ１２）。
開示される個人情報は、図１５に示すように「コミュニケーションレベル」ごとに予め本
サーバ１内に設定されている。
なお、本発明において、本サーバ１がＡとＢに互いの個人情報を開示する時期は、図２に
示した例に限定せず、たとえば、ＡとＢに対して同時に開示するようにしても構わない。
また、コミュニケーションレベルごとに設定される開示される個人情報は、予め本サーバ
１内に設定するのに代えて、たとえば、ＡやＢ自身に設定させるようにしてもよい。
【００５７】
図１５に示す例では、コミュニケーションレベル１のメール交換では、メールアドレスが
必須の開示情報とされ、コミュニケーションレベル２の電話では、電話番号が必須の開示
情報とされ、コミュニケーションレベル３のメール交換では、住所が必須の開示情報とさ
れている。他の情報については、任意に設定可能である。但し、自分が入力していない項
目の情報については、検索相手の情報が登録されている場合であっても、情報開示を受け
ることはできないため、入手を希望する情報に関しては、対応する自己の項目を予め入力
する必要がある。
【００５８】
したがって、情報検索依頼者Ｂは、検索依頼情報を送信（Ｓ５）した結果として、図１２
及び図１３に示すような抽出された検索結果情報が掲載されたＷｅｂページを端末３で受
信することとなる。
【００５９】
以上説明した実施の形態によれば、情報検索依頼者は、情報を知りたいと思っている検索
相手との関係において、それぞれが選択するコミュニケーションレベルに応じて、相互の
開示レベルが決定され、情報開示を行うことができる。
その結果、相互の関係性、すなわち親密度や秘密保持度に応じた情報開示を行うことがで
き、さらに、必要に応じて段階的に開示レベルを変更することも可能である。
【００６０】
上記実施の形態において説明した情報端末２，３としては、個人のパソコン等を用いて本
サーバ１に接続できるようにしてもよいし、また、公民館や飲食店等、多数の人が集まる
場所に設置された情報端末から本サーバ１に接続するようにしてもよい。
【００６１】
なお、以上において説明した実施の形態では、検索依頼情報は、検索依頼者自身の個人情
報及び検索相手の個人情報、並びに情報検索依頼者が検索相手に対して希望する「コミュ
ニケーションレベル」であったが、個人情報に限らず、広く一般情報に拡張することで、
相互にアクセス権を有する情報保持者間の段階的開示システムに応用することもできる。
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【００６２】
【発明の効果】
本発明によれば、近時に発達したインターネット通信網による情報の双方向通信のシステ
ムを利用し、個人情報を得てコミュニケーションをとりたいと思っている情報検索者同士
が、個々の事情を考えて、相互に希望する情報開示レベルに応じて、段階的にコミュニケ
ーションをとり、個人情報を入手することを容易かつ有効に行うことができるという効果
が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる情報開示支援サーバの実施の形態を示すブロック図である。
【図２】本発明にかかる情報開示支援方法の実施の形態を示すフローチャートである。
【図３】上記サーバにアクセスするためのＷｅｂページの例を示す図である。
【図４】上記サーバが、検索依頼情報を受付けるＷｅｂページの例を示す図である。
【図５】上記サーバが、検索依頼情報を受付けるＷｅｂページの例を示す図である。
【図６】上記サーバが、開示依頼情報を受付けるＷｅｂページの例を示す図である。
【図７】上記サーバが、開示依頼情報を受付けるＷｅｂページの例を示す図である。
【図８】上記サーバが、検索結果情報を表示するＷｅｂページの例を示す図である。
【図９】上記サーバが、利用者に提示するＷｅｂページの例を示す図である。
【図１０】上記サーバが、開示依頼情報を受付けるＷｅｂページの例を示す図である。
【図１１】上記サーバが、メッセージを受付けるＷｅｂページの例を示す図である。
【図１２】上記サーバが、利用者に提示するＷｅｂページの例を示す図である。
【図１３】上記サーバが、利用者に提示するＷｅｂページの例を示す図である。
【図１４】上記サーバが、個人情報を表示するＷｅｂページの例を示す図である。
【図１５】コミュニケーションレベルと開示情報との関係の例を示す図である。
【符号の説明】
１　　情報開示支援サーバ
２　　端末
３　　端末
４　　通信ネットワーク



(10) JP 4155809 B2 2008.9.24

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(11) JP 4155809 B2 2008.9.24

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】



(12) JP 4155809 B2 2008.9.24

【図１５】



(13) JP 4155809 B2 2008.9.24

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  藤田　宏
            東京都杉並区阿佐ヶ谷北５－１２－１７
(72)発明者  山谷　良一
            群馬県伊勢崎市本町６－７
(72)発明者  山本　宏文
            神奈川県横浜市金沢区洲崎町５－３４
(72)発明者  木住野　隆史
            東京都世田谷区松原１－２９－７　Ｍ２－松原１０２
(72)発明者  大番　利一
            神奈川県横浜市鶴見区矢向４丁目９番９－２０１号
(72)発明者  倉川　清志
            千葉県鎌ヶ谷市くぬぎ山１丁目１６番３１号
(72)発明者  山崎　富士夫
            千葉県市川市中国分３丁目４番地８号
(72)発明者  山田　康男
            東京都新宿区大久保１－２－１８　藤江ビル３０１
(72)発明者  宗像　孝志
            東京都大田区東六郷１丁目１１番２２号　クレッセントバードスクエア　５１３号室
(72)発明者  出口　光
            東京都杉並区浜田山４丁目３４番１８号

    審査官  桑原　雅子

(56)参考文献  特開２００２－１０９０３８（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－３５７２３０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G06F  15/00
              G06F  17/30
              G06Q  50/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

